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福祉文教常任委員会協議会会議録 

１ 開会日  平成２３年４月２６日   午前１１時２５分 開会 

              午前１２時００分 閉会 

２ 場 所 議員控室 

３ 出席委員 奥津勝子委員長  竹内恵美子副委員長 
鈴木京子委員   山田喜一委員  浅輪いつ子委員 

 土橋秀雄委員   鈴木修委員   
 

４ 傍聴議員  清水弘子議員   
 

５ 説明員 中﨑町長 依田教育長 鈴木首席理事 二挺木理事

相田理事 大隅子ども育成課長 鈴木義邦主幹 山口副主

幹 小瀬村副技幹 松本生涯学習課長 佐川郷土資料館長 
６  職務のため

出席した職員 
 局長 飯田 隆 
 書記 山口芳弘 

７ 協議等の事項 

  （１）国府中学グラウンド改修工事について 

  （２）郷土資料館展示ニューリアル基本設計について 

  （３）その他 

   
８ その他 

   一般傍聴 なし 
 
 
 
（１） 国府中学校グラウンド整備について 
    12 月 2 日の本委員会で報告した内容と大きな変更はない。バスケット

ゴール、鉄棒、砂場の位置を変えた程度。東北地方太平洋沖地震の影響

で国庫の歳入の見込みが不透明であると県から連絡があった。今後のス

ケジュールでは 7 月入札、9 月議会で承認、10 月工事着工で進める予定。 
   ◎主な質疑 

問．国庫の交付が未定とのことだが、いつ頃はっきり分かるのか。     

答．5 月の内示が出るので分かる。それにより町単独で進めるか判断 
 する。 

    問．スタンドの中が空洞だと聞いたが。 
答．階段やスタンドは老朽化している、亀裂、破損等を調査している。 
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亀裂や穴があいている箇所もある。穴があいている所は作り直す所

             もある、亀裂等は補修とモルタルで直す。最終的には、安全で綺麗 
に仕上げ、学校へ提供する。 

     問．現場知っている、大変危険である、相当キチットやってもらいたい。 
 
（２） 郷土資料館展示リニューアル基本設計について 
    郷土資料館運営委員会の意見や来館者アンケートなどを踏まえまとめ

たもの。展示は館の運営に係るもので、建物と展示を含め施設全体のリ

ニューアルとし、建築的な側面からも検討したもので、その基本設計に

ついての説明があった。 
  ◎主な質疑 
   問．このリニューアルはどのくらいの金額か。学校とのリンクは大事な

こと、どう考えているのか。 
   答．県との調整で違ってくる。また旧吉田邸の今後の進展によっても変

わる、このため具体的な金額は提示できない。今後の具体的な進展

の中で見積もりを積み上げて行くことを考えている。 
      学校の学習内容と展示内容がリンクしていない。今は特定の時代

のテーマ展示となっている。町全体の歴史が分かる展示を踏まえつ

つ学習内容とリンクするよう先生方と調整して行きたい。 
   問．普段使われてない言葉が多用されすぎている。一般の人が読んで考

えようという思いになるよう、町民に対する親切心がない。 
      費用については、第 4 次総合計画に位置付けられていないようだ

が、どこに位置付けられるのか。ケースごとの費用が考えられてい

るのか。 
      リニューアルした場合の人的対応は、経費的なものあるか。ラン

ニングコストはどう考えているか。 
      旧吉田邸がどうになるか、はっきりしてないので、このリニュー

アルの内容も変わると思うが。この方向で進むのか、また時期的な

もの、工程はどうなるか考えているのか。 
   答．外来語が多いことは御指摘のとおり。今後は用語解説を付けるとか、

なるべく外来語を使用しないよう注意してまとめる。 
費用は具体的に細かな積み上げするがまだ不透明であるため 

総合計画に位置づけられなかった。人的なことは限られた人員で対

            応できることを念頭に考えている。 
        旧吉田邸のことは、今後の進展を見ながらであるが、具体的な 

工程は見えにくい状況となっている。 
   問．用語解説のことは早急に用紙で出してもらいたい。 
   問．トイレのことでは、時代遅れのスペック・仕様とあるが、町全体の
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施設のバランスを見ながらやらないといけないのではないか。 
東蔵のことは、資料がたくさんあるようなので、このリニュ－アル    

以前の話しとして、より整理した方が、郷土資料館としても発展する

と思うが、どうか。 
   答．トイレのことは御指摘のとおり、町全体の施設のバランスの中で必

要性に応じて検討して行く。 
資料の整理は優先して行い、データーを蓄積して行くことがリニ  

ューアルにも生かされる、喫緊の課題として認識している。 
      収蔵展示を工夫して行うなどしているが、収蔵庫の問題は町全体

を挙げて教育委員会としても取り組む考え。情報として吉田財団か

ら現金のほか貴重な資料も預かれることから特別収蔵庫に収蔵する

という課題もあり、いずれ公開できるよう考えて行く。 
   問．この基本設計の位置付け、これからのこと見えて来ないが、今の時

点でのスケジュールを示してもらいたい。 
   答．早急にやりたいと思っている。ここで基本設計報告書できたが、 
    国庫補助のこともあり、特定財源も見ながら見積もりを積算したい。 

      県の公園でもあり、東蔵のことも、町民、県民への利活用を念頭に

置きながら検討して行こうと思う。旧吉田邸のこともあるので１，

２年検討して、実施計画に進みたい。       
（４） その他 
    なし 


